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1. ビジネス的背景



•2009年9月 サービス開始 
•国内約800社様にご提供 

•Redmineのコミッターが在籍 
•採用パッチの半数以上が弊社開発



Redmica リリース



サービス詳細は1Fの弊社展示ブースへ 
お越しください



当社の抱える課題
client:~ iwaishi$ ssh srv
Welcome to Ubuntu 18.04.3 LTS (GNU/Linux 4.15.0-1052-aws x86_64)
iwaishi@srv:~$ cd /var/apps
iwaishi@srv:~/var/apps$ sudo -u www-data git pull
iwaishi@srv:~/var/apps$ sudo vim config/special_setting.conf
iwaishi@srv:~/var/apps$ sudo /usr/local/iwaishi_tools/hiden_cmd.sh
Ok.
iwaishi@srv:~/var/apps$

•インフラエンジニア不足・教育 
•属人性の高い運用体制 
•権限管理に関連する運用コスト



サーバレスアーキテクチャー 

マネージドサービスの採用 🎉



AWSの採用



クラウドサービスの選定

•運用実績に基づく経営的理解 
•サービス利用教育コスト 
•パートナー制度での手厚い技術支援

サービス開始までの総コストを最優先



2. 構成の説明（アーキテクチャ）

• 設計方針 
• コンテナについて 
• サービスの選択 
• Redmineのコンテナ化 
• マルチテナント 
• インフラストラクチャー



2-1 設計方針



当社の抱える課題

• インフラエンジニア不足・教育 
• 運用体制の確保 
• 権限管理

サーバレスアーキテクチャー・マネージドサービスの採用



当社の抱える課題
サーバレスアーキテクチャー・マネージドサービスの採用

Redmineのコンテナ化（Docker）

マネージドサービスの利用



2-2 コンテナについて



コンテナのメリット

1. 開発環境と本番環境の違いがなくなる 

2. Infrastructure as Code に向いている 

3. CI/CDと相性が良い（DevOpsに向いている）



コンテナの利用の注意点
1. イメージをbuildする作業や管理対象が増える

2. 状態を持たせる構成は難しい（データの永続化）

自然とスケーラブルな設計になる！ 
クラウドネイティブになる

Managed Serviceを選択



2-3 サービスの選択



選択のポイント

1. Managed Service 

2. Infrastructure as code



Managed Service
AWSの責任範囲のなるべく広いサービスを選択

サーバ（物理）
ネットワーク（物理）

OSの管理

ミドルウェア

冗長化・バックアップ

アプリケーション

利用（API）

EC2

Fargate 
Lambda 
etc…

RDS 
Route53 
S3 
etc…

なるべくこの辺りのサービスを使う



Infrastructure as code
CloudFormationを利用 
インフラストラクチャーリソースのプロビジョニングのサービス

# Task 
Taskdefinition: 
  Type: AWS::ECS::TaskDefinition 
  Properties: 
    Family: !Join ['', [!Ref 'AWS::StackName', -my-redmine]] 
    NetworkMode: awsvpc 
    RequiresCompatibilities: 
      - FARGATE 
    ExecutionRoleArn: !Ref TaskDefinitionRole 
    Memory: !Ref MemorySize 
    Cpu: !Ref CpuSize 
    ContainerDefinitions: 
    - Name: !Ref ContainerName 
      Essential: 'true' 
      Image: !Ref Image 
      Environment: 
        - Name: RAILS_DB 
          Value: !Ref RedmineDatabase 
        - Name: RAILS_DB_USERNAME 
… 
…

※サンプルイメージ



コンテナ（Docker）の 
オーケストレーションサービスの選択



AWS ECS（Amazon Elastic Container Service）

Cluster : 
Fargateの場合はネームスペースのようなもの 
Service : 
タスクの管理、スケジュールングなど 
Task     : 
デプロイの最小単位（複数のコンテナを管理）

Fargate



2-4 Redmineのコンテナ化



ポイント

状態を保持しない（コンテナ内でデータの永続化をしない）

アプリケーション（Redmine）に 
大幅な変更は加えられない！



Redmineで永続化が必要なデータ

•DB（データベース） 
•ログ 
•添付ファイル



DB（データベース）について

DBのマネージドサービスを利用（RDS）
Aurora PostgreSQL 互換エディション



Logの扱い

Sidecar Pattern（コンテナを二つ使用）で 
ログ収集用コンテナ（fluentd）を使用してログの収集



添付ファイル

マネージドのオブジェクトストレージサービス

S3にファイルを保存するためにRedmineのPluginを利用。

問題点 
1. RedmineのPluginのメンテナンスコスト

S3（simple storage service）を採用



https://github.com/farend/redmine_s3/tree/4.1-trunk

https://github.com/farend/redmine_s3/tree/4.1-trunk


Sample
Redmineコンテナ化　AWS（ECS）  
https://github.com/yoshiokaCB/jaws08-doc 

Redmineコンテナ化　GCP（GKE） 
https://qiita.com/yoshiokaCB/items/
2bea50f0b70850003763 

注意 
fluentdによるログの扱いは実装してません。 
あくまでサービス利用の練習用です。



詳細は1Fの弊社展示ブースへ 
お越しください



2-5. マルチテナントについて



実装方法
Apache + Passenger を選択

プロセスごとに環境変数を切替える！



1. Redmineの設定ファイルの変更

# database.yml 
production: 
  adapter: postgresql 
  database: <%= ENV['RAILS_DB'] %> 
  username: <%= ENV['RAILS_DB_USERNAME'] %> 
  password: <%= ENV['RAILS_DB_PASSWORD'] %> 
  host: <%= ENV['RAILS_DB_HOST'] %> 

# s3.yml 
production: 
  bucket: <%= ENV['S3_BUCKET_NAME'] %> 
  folder: <%= ENV['S3_FOLDER_NAME'] %> 

※サンプルイメージ



db: 
  name: [db_name] 
  user: [user_name] 
  password: [password] 
s3: 
  bucket: [user_bucket] 
  folder: [user_folder] 
property: 
  sub_domain: [sub_domain] 
  limit_ips: 
    - ‘192.168.xx.xx' 
    - '192.168.xx.xx' 

2. 設定情報はS3に保存

※サンプルイメージ



2. 3. 構成図

1. Docker起動時にS3から 
    環境変数等の情報を取得

2. SiteAへアクセス



2-6. インフラストラクチャー



[構成図]



3. 周辺システム
サーバレスサービスを中心にBatch, CI/CD 

（サービスの管理の自動化など）



Batch

1. LambdaのランタイムにRubyが加わった！ 

2. Batch処理にコンテナの再利用（Fargate）

ポイント



Batch
課題 

migration（rails db:migrate, rake redmine:plugin） の実行。 
Railsでコンテナを運用する人は割と悩む（どのタイミングでどのようにして）

複数のDBにmigirationを実行するのは大変！



• lambda でFargateを並行に起動 
• migrationはコンテナで実行

Migrationの実行
サービス（顧客）の設定情報を取得



実行Code
res = Aws::S3::Resource.new() 
client = Aws::ECS::Client.new() 

bucket_name = ENV['CONFIG_BUCKET_NAME'] 
if res.bucket(bucket_name).exists? 
  bucket = res.bucket(bucket_name) 
  bucket.objects.each do |object| 
    conf = YAML.load(object.get.body.read) 
    db_name = conf["db"]["name"] 
    message = db_name + "succcess" 
    task_prop = { 
      cluster: "Redmine-redmine01", 
      task_definition: "redmine01-my-redmine", 
      launch_type: "FARGATE", 
      overrides: { 
        container_overrides: [{ 
          command: ["echo #{message}"], 
          name: "redmine01-app", environment: [ { name: "RAILS_DB",  value: “db_name” } ]},], 
      }, 
      ……… 
      ……… 
   } 
   resp = client.run_task(task_prop) 
  end 
end

※サンプルイメージ



一回あたりの料金
一つのタスクが起動しているのは3-5分程度 

Fargateは分単位で課金されるので100同時に実行してもそんなに金額はかからない。

CPU + Memory = 0.1027USD

CPUの料金   
タスク数 × vCPU数 × 分あたりの料金 × 使用時間 (分) = vCPU料金   
100 x 0.25 x 0.0008426666667 x 4 = 0.08426666667 USD   
メモリ料金   
タスク数 × メモリ (GB) × 分あたりの料金 × 使用時間 (分) = メモリ料金    
100 x 0.5 x 0.00009216666667 x 4  = 0.01843333333 USD  



CI/CD



CI/CD
• AWSのマネージドサービスの利用 
• 一つのソース更新で全てのサービス（顧客サイト）を更新 
• CodePipelineで毎朝自動更新もできる 
• テストはJenkinsで毎日実行中。



まとめ
•機能分散されたLinuxサーバで構成 
　　⇨サーバレス・フルマネージドサービスを全面的に採用 

•モノリシックなアプリケーション  
　　⇨クラウドネイティブに対応 

•CI/CDを採用  
　　⇨DevOps化を促進、権限整理にも効果あり

更なるセキュリティ強化・より安定したサービス稼働・TCOの低減を実現 
今後ベータ稼働評価後に正規リリース



ご静聴ありがとうございました
Happy Hacking @ Ruby City Matuse


